
自分が担当ではないケースの同行訪問は正直楽しみ この仕事

１番のストレスは関係機関調整だ 市に児童相談所があれば子

センはなくていい 業務の中でケース会議が１番苦手 ケース

に自分のプライベートは一切話さない 親の虐待行為は認めら

れないけどそうせざるを 関係機関に言われて傷ついた言葉は

る 組織 のために 関係機関に言われて救われた言葉は？

児童相談所のここがわからない この仕事は今まで経験し

た業務の中で１番あいまいだ 子センでの最初の驚きは 緊急

受理会議で意味のわからなかった単語は 虐待通告の嫌なパタ

ーンは 泣き声通告アポ無し訪問何を想う 関係機関との調整

で苦労すること１つ教えて ケース会議うまくいかなかったど

んな時 関係機関に子センの何が伝わっていない 関係機関と

のやりとりで大切にしていることは 関係機関に言われて傷つ

いた言葉は 児童相談所とのやりとりで子センの何をわかって

くれると良いか あと何年子センにい たい

子センへの異動が決まった時の正直な気持ちは？泣き声通告ど

んな気持ちで訪問する？ 仕事中に一息つける方法は？ どん

な人がこの仕事に向いている 休みの時仕事を思い出すことが

ある 家族はあなたの仕事をどのようにとらえている 自分が

子育てしながらこの仕事で気づけたことは 家族に子センの仕

事をやってもらい要対協の声要対協の声
日時 ：令和 7年 11 月 14 日(金) 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分

会場 ：札幌コンベンションセンター内の会議室予定
内 容：1時間の視聴後、感想を共有するグループ雑談。「観て・感じて・話す」企画です。
参加費：200 円(会場使用料等)
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企画応援団 小泉誠(調布市子ども家庭センター) 牧戸貞(桑名市子ども総合センター)

MeetuP2025 浅川のぞみ(西日本子ども研修センターあかし) 八木安理子(同志社大学)
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*本編は、顔出し本音出しです！！

JaSPCAN ほっかいどうバージョン


